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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第59期
第３四半期
連結累計期間

第59期
第３四半期
連結会計期間

第58期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日

自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 7,321,457 2,477,478 8,451,846

経常利益 (千円) 561,192 227,005 249,256

四半期(当期)純利益 (千円) 200,381 114,077 211,016

純資産額 (千円) ― 3,652,526 3,693,982

総資産額 (千円) ― 8,651,262 7,612,083

１株当たり純資産額 (円) ― 467.37 439.78

１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 25.00 14.6 25.87

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 42.2 47.1

営業活動によるキャッシュ・
フロー

(千円) 539,407 ― 115,718

投資活動によるキャッシュ・
フロー

(千円) △195,991 ― △1,254,087

財務活動によるキャッシュ・
フロー

(千円) △31,507 ― 932,897

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 584,330 272,421

従業員数 (名) ― 145 134

(注)　１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ(当社および連結子会社ジェイソフト株式会社)が営

む事業の内容につきまして、重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 145

(注) 従業員数は、当社グループから他社への出向者を除く就業人員数であります。

　

(2) 提出会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 137

(注) 従業員数は、当社から他社への出向者を除く就業人員数であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

事業の種類別セグメントの名称 生産高(千円)

不織布関連事業

パルプ不織布　原反 351,628

パルプ不織布　加工品 319,893

化合繊不織布 109,551

小計 781,072

紙関連事業 衛生用紙 907,664

合計 1,688,737

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。
２　金額は、製造原価によっております。
３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当第３四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高(千円) 受注残高(千円)

不織布関連事業

パルプ不織布　原反 526,216 84,004

パルプ不織布　加工品 531,843 81,657

化合繊不織布 121,546 39,177

その他 139,631 ―

小計 1,319,237 204,839

紙関連事業

衛生用紙 1,094,656 154,625

その他 942 ―

小計 1,095,598 154,625

合計 2,414,835 359,464

(注) １　金額は販売価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円)

不織布関連事業

パルプ不織布　原反 554,848

パルプ不織布　加工品 560,444

化合繊不織布 111,795

その他 139,631

小計 1,366,719

紙関連事業

衛生用紙 1,109,816

その他 942

小計 1,110,758

合計 2,477,478

(注) １　主な相手先別の販売実績および当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先
当第３四半期連結会計期間

金額(千円) 割合(％)

花王株式会社 374,281 15.1

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

当第３四半期連結会計期間の財政状態及び経営成績の分析は、以下のとおりであります。なお、本項に記

載した将来に関する事項は、四半期報告書提出日(平成21年２月６日)現在において判断したものであり、不

確実性を内在しており、あるいはリスクを含んでいるため、将来生じる実際の結果と大きく異なる可能性が

あります。

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米欧発の金融危機による世界的な実体経済の悪化

を背景に、急激な円高による企業収益の悪化や輸出の減少が景気の減速感を強め、先行き不透明な状況で

推移しました。当社関連の家庭紙業界におきましても、消費の低迷、海外製品の流入による競争激化等に

より事業収益を圧迫する厳しい経営環境で推移しました。

　こうしたなか、当社グループはお客様の満足を得る製品の提供により一層注力するとともに、積極的な

営業活動の展開、徹底した製造原価の低減にも取組み、業績の向上に努めてまいりました。この結果、当第

３四半期連結会計期間の売上高は24億77百万円、営業利益は２億33百万円、経常利益は２億27百万円、四

半期純利益は１億14百万円となりました。

　事業のセグメント別の業績は次のとおりであります。

ａ．不織布関連事業

不織布関連事業では、パルプ不織布加工品のクッキングペーパーはＯＥＭ販売が伸長したこと、化合

繊不織布においても新規製品の販売が開始できたこと等から、売上を伸長させることができ、当第３四

半期連結会計期間の売上高は13億66百万円、営業利益は２億82百万円となりました。

ｂ．紙関連事業

紙関連事業である衛生用紙は、旺盛な国内需要と海外への積極的な販売活動により、売上を伸長させ

ることができ、当第３四半期連結会計期間の売上高は11億10百万円、営業利益は１億21百万円となりま

した。

(2) 財政状態の分析

総資産は、前連結会計年度に比べ10億39百万円増加して86億51百万円となりました。これは、減価償却

等により有形固定資産が１億16百万円、法人税および消費税等の還付により未収法人税等が91百万円、未

収消費税等が62百万円減少した一方、売上の増加および第３四半期連結会計期間末が金融機関の休日で

あったことに伴い現金及び預金が２億89百万円、売上債権が10億20百万円増加し、連結子会社の株式の追

加取得に伴いのれんが77百万円増加したこと等によるものであります。

　負債は、前連結会計年度に比べ10億80百万円増加して49億98百万円となりました。これは、仕入の増加お

よび第３四半期連結会計期間末が金融機関の休日であったことに伴い仕入債務が５億44百万円増加し、

未払法人税等が２億16百万円、未払消費税等が69百万円、設備投資に伴い設備支払手形が74百万円増加し

たこと等によるものであります。

　純資産は、利益剰余金が１億43百万円増加した一方、連結子会社を完全子会社化したことにより少数株

主持分が１億７百万円減少し、自己株式の取得に伴い自己株式が58百万円増加したこと等により、前連結

会計年度に比べ41百万円減少して36億52百万円となりました。この結果、自己資本比率は42.2％となりま

した。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、第２四半期連結

会計期間末より３億10百万円増加して５億84百万円となりました。

ａ．営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動により得られた資金は１億84百万円となりました。これは、売上債権の増加３億81百万円、

たな卸資産の増加１億４百万円等により資金を使用しましたが、税金等調整前四半期純利益２億12百

万円、減価償却費73百万円、仕入債務の増加３億90百万円等により資金を獲得したことによるものであ

ります。

ｂ．投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動により使用した資金は34百万円となりました。これは、定期預金の増加18百万円、有形固定

資産の取得による支出7百万円、投資有価証券の取得による支出9百万円等があったことによるもので

あります。

ｃ．財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動により得られた資金は１億60百万円となりました。これは、長期借入金の返済28百万円等に

より資金を使用しましたが、短期借入金の増加１億90百万円により資金を獲得したことによるもので

あります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な

変更はありません。

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は11百万円であります。

　

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社グループ製品の主原料であるパルプおよび燃料である重油・ガスは、国際的な需給バランスや思

惑買い等による価格変動の影響を受けるとともに、海外依存度が高いことから為替相場の影響も受けま

す。

　当グループといたしましては、これらの状況を踏まえ、既存販売先はもとより新規販売先の開拓を積極

的に展開し販売数量を増加させることにより、衛生用紙およびパルプ不織布加工設備を高効率運用し製

造原価の低減を図るとともに、原燃料価格の変動に見合った販売価格への修正、新製品の開発等に取り組

むことで一層の利益の確保を目指します。

(7) 経営者の問題認識と今後の方針について

社会環境や消費動向が目まぐるしく変化するなか、当社グループが持続可能な発展を遂げるためには、

顧客が感動する製品を開発・提供するとともに、新たな事業を展開していくことが最重要課題と考えて

おります。こうしたなかで、当社グループといたしましては、中期経営計画「Challenge 100」を策定し、

その達成に向けて積極的に取り組んでおります。

　基本的な経営ビジョンとしましては、企業の発展を支える社員一人ひとりの力を高めるとともに、企業

の経営体質を強化し近未来を先取りした研究開発を進め、事業の力強い発展を図るとともに、当社グルー

プの企業価値を進化させていきたいと考えております。

また、今後の経営方針としましては、付加価値の高い製品を開発するとともに信頼性の高い製品を効率

的に増産し、積極的な販売攻勢により着実な売上増加を図っていきたいと考えております。セグメント別

では、不織布関連事業のパルプ不織布はグループ力を生かし製品競争力の強化を図り、既存先の拡大・新

規先の開拓を推進するとともに、新素材に基づく高付加価値製品を開発し新たな市場を開拓していきた
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いと考えております。化合繊不織布は新用途・新分野にも展開することにより事業の拡大を図っていき

たいと考えております。また、紙関連事業は、新工場の稼動により、衛生材料用途の拡販を中心に既存販売

先に対する販売量の増加を図るとともに、新規販売先の開拓活動を積極的に展開してまいります。また、

新規事業として健康・安全・環境をキーワードにしたビューティフルライフ創造事業を立ち上げたいと

考えております。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 32,000,000

計 32,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年２月６日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,175,280 8,175,280
ジャスダック
証券取引所

単元株式数は1,000株でありま
す。

計 8,175,280 8,175,280― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年10月１日～

平成20年12月31日
― 8,175,280 ― 593,660 ― 603,260

　

(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、福村善光から平成21年２月３日付の大量保有報告書の写しの送付が

あり、平成20年12月８日現在で以下の株式を所有している旨の報告を受けました。

氏名または名称 住所 所有株式数(株)
発行済株式総数に対す
る所有株式数の割合

(％)

福村善光 岐阜県岐阜市 1,068,600 13.07
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年９月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
 普通株式

360,000
― 単元株式数は1,000株であります。

完全議決権株式(その他)
 普通株式

7,778,000
7,778 同上

単元未満株式
 普通株式

37,280
― 同上

発行済株式総数 8,175,280― ―

総株主の議決権 ― 7,778 ―

(注)　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が4,000株(議決権４個)含まれて

おります。

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
 ハビックス株式会社

岐阜県岐阜市福光東三丁
目５番７号

360,000 ― 360,000 4.4

計 ― 360,000 ― 360,000 4.4

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 170 175 175 196 176 180 178 170 180

最低(円) 165 170 167 165 166 168 148 157 162

(注)　株価は、ジャスダック証券取引所におけるものです。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、当第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び当第３四半期連結累

計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)については、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法

に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成20年８月７日　内閣府令第50号)附則第７条第１項第５

号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

ハビックス株式会社(E00690)

四半期報告書

12/26



１　【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,137,764 847,933

受取手形及び売掛金 3,112,515 2,092,255

商品及び製品 236,882 238,588

仕掛品 2,503 2,815

原材料及び貯蔵品 441,495 490,134

その他 82,035 211,593

貸倒引当金 △3,781 △416

流動資産合計 5,009,415 3,882,903

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,431,229 2,429,545

減価償却累計額 △1,419,062 △1,369,643

建物及び構築物（純額） 1,012,167 1,059,902

機械装置及び運搬具 5,091,084 5,062,920

減価償却累計額 △3,575,691 △3,470,848

機械装置及び運搬具（純額） 1,515,393 1,592,071

その他 876,882 864,177

減価償却累計額 △109,833 △105,332

その他（純額） 767,049 758,844

有形固定資産合計 3,294,609 3,410,818

無形固定資産

のれん 77,706 －

その他 26,007 16,340

無形固定資産合計 103,714 16,340

投資その他の資産

その他 271,970 317,300

貸倒引当金 △28,448 △15,280

投資その他の資産合計 243,522 302,020

固定資産合計 3,641,846 3,729,180

資産合計 8,651,262 7,612,083
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,891,491 1,346,961

短期借入金 616,809 480,809

未払法人税等 236,667 20,100

賞与引当金 42,698 74,018

役員賞与引当金 13,500 18,000

設備関係支払手形 94,041 19,617

その他 341,301 230,735

流動負債合計 3,236,509 2,190,242

固定負債

長期借入金 1,429,518 1,459,054

退職給付引当金 92,406 81,087

役員退職慰労引当金 － 187,717

その他 240,300 －

固定負債合計 1,762,225 1,727,859

負債合計 4,998,735 3,918,101

純資産の部

株主資本

資本金 593,660 593,660

資本剰余金 603,260 603,260

利益剰余金 2,518,348 2,375,057

自己株式 △66,208 △7,595

株主資本合計 3,649,059 3,564,382

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 3,466 22,364

評価・換算差額等合計 3,466 22,364

少数株主持分 － 107,235

純資産合計 3,652,526 3,693,982

負債純資産合計 8,651,262 7,612,083
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(2) 【四半期連結損益計算書】
　【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 7,321,457

売上原価 5,809,058

売上総利益 1,512,398

販売費及び一般管理費 ※1
 944,826

営業利益 567,571

営業外収益

受取利息 1,659

受取配当金 3,744

故紙売却収入 6,541

還付消費税等 3,848

その他 4,983

営業外収益合計 20,777

営業外費用

支払利息 22,784

その他 4,373

営業外費用合計 27,157

経常利益 561,192

特別利益

保険差益 6,398

特別利益合計 6,398

特別損失

固定資産売却損 15,443

減損損失 2,824

投資有価証券評価損 20,411

その他 5,058

特別損失合計 43,737

税金等調整前四半期純利益 523,853

法人税、住民税及び事業税 255,120

法人税等調整額 57,140

法人税等合計 312,260

少数株主利益 11,211

四半期純利益 200,381
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　【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 2,477,478

売上原価 1,908,391

売上総利益 569,086

販売費及び一般管理費 ※1
 335,656

営業利益 233,430

営業外収益

受取利息 513

受取配当金 621

故紙売却収入 1,526

その他 1,501

営業外収益合計 4,163

営業外費用

支払利息 7,878

その他 2,710

営業外費用合計 10,589

経常利益 227,005

特別利益

保険差益 6,398

特別利益合計 6,398

特別損失

投資有価証券評価損 20,411

その他 296

特別損失合計 20,708

税金等調整前四半期純利益 212,694

法人税、住民税及び事業税 94,818

法人税等調整額 3,799

法人税等合計 98,617

四半期純利益 114,077
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 523,853

減価償却費 212,487

のれん償却額 4,089

減損損失 2,824

貸倒引当金の増減額（△は減少） 16,533

賞与引当金の増減額（△は減少） △31,319

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △4,500

退職給付引当金の増減額（△は減少） 11,319

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △187,717

受取利息及び受取配当金 △5,403

支払利息 22,784

有形固定資産売却損益（△は益） 15,443

有形固定資産除却損 5,058

保険差益 △6,398

投資有価証券評価損益（△は益） 20,411

売上債権の増減額（△は増加） △1,033,468

たな卸資産の増減額（△は増加） 42,034

仕入債務の増減額（△は減少） 544,529

その他 355,860

小計 508,422

利息及び配当金の受取額 5,141

利息の支払額 △17,772

その他の支出 △7,721

法人税等の支払額 △44,021

法人税等の還付額 95,358

営業活動によるキャッシュ・フロー 539,407

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △348,851

定期預金の払戻による収入 370,929

有形固定資産の取得による支出 △19,265

有形固定資産の売却による収入 1,160

有形固定資産の売却による支出 △7,282

有形固定資産の除却による支出 △3,600

投資有価証券の取得による支出 △11,000

子会社株式の取得による支出 △180,000

貸付金の回収による収入 1,750

その他 167

投資活動によるキャッシュ・フロー △195,991

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 100,000

長期借入れによる収入 180,000

長期借入金の返済による支出 △173,535

自己株式の取得による支出 △58,612

配当金の支払額 △57,054

少数株主への配当金の支払額 △20,242

その他 △2,061

財務活動によるキャッシュ・フロー △31,507

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 311,908

現金及び現金同等物の期首残高 272,421

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 584,330
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

１　会計方針の変更

(1) 棚卸資産の評価に関する会計基準

「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号)を第１

四半期連結会計期間から適用し、評価基準については原価法から原価法(収益性の低下による簿価切下げの方

法)に変更しております。

　これによる損益に与える影響はありません。
 
(2) リース取引に関する会計基準等の適用

「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準委員会　平成５年６月17日　最終改正平成19年３月30日　企業

会計基準第13号)および「リース取引に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準委員会　平成６年１月18日　

最終改正平成19年３月30日　企業会計基準適用指針第16号)を第１四半期連結会計期間から早期に適用し、所有

権移転外ファイナンス・リース取引については、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理から通常の売買取引

に係る方法に準じた会計処理に変更し、リース資産として計上しております。

　また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する方法によっ

ております。

なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃

貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。

この結果、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間のリース資産が有形固定資産に12,023千円、無形

固定資産に12,439千円計上されております。また、これによる損益に与える影響は軽微であります。

 

　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

１　棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末の棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ

正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

 

　

【追加情報】

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

１　有形固定資産の耐用年数の変更

第１四半期連結会計期間より、機械及び装置の耐用年数について、法人税法の改正を契機として見直しを行

い、一部の資産について耐用年数を変更しております。

　これによる損益に与える影響は軽微であります。

２　役員退職慰労引当金

当社は、平成20年６月に開催されました定時株主総会において、平成20年３月31日をもって、在任中の取締役

および監査役に対する役員退職慰労制度を廃止するとともに、同退職慰労金の打ち切り支給の承認を受けてお

ります。

　これに伴い、当該役員退職慰労引当金の残高は全額取崩し、打ち切り支給額の未払い分187,717千円について

は、固定負債の「その他」に含めて表示しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

　１　手形割引高　　　　　　　　　　　　　　　― 　１　手形割引高　　　　　　　　　　　375,356千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
  至　平成20年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費のうち、主要な費用および金

額は、次のとおりであります。

荷造運賃 362,463千円

役員報酬 104,640

給与手当 151,851

賞与引当金繰入額 13,357

役員賞与引当金繰入額 13,500

退職給付費用 6,833

 

　

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費のうち、主要な費用および金

額は、次のとおりであります。

荷造運賃 128,600千円

役員報酬 33,180

給与手当 48,862

賞与引当金繰入額 13,357

役員賞与引当金繰入額 4,500

退職給付費用 1,328

 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 1,137,764千円

預入期間が３か月を超える

定期預金
△553,434千円

現金及び現金同等物 584,330千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）および当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１

日　至　平成20年12月31日)

　

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 8,175,280

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 360,204

　

　

３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月26日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 57 7.00平成20年３月31日 平成20年６月27日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

４　株主資本の著しい変動に関する事項

当社は、平成20年９月８日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて

適用される同法第156条の規定に基づき自己株式の取得に係る事項を決議し、その決議に基づき自己株

式を取得しております。この結果、第２四半期連結会計期間において、自己株式が58,480千円増加し、当

第３四半期連結会計期間末において自己株式が66,208千円となっております。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　
不織布関連事業
(千円)

紙関連事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

1,366,7191,110,7582,477,478 ― 2,477,478

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 1,366,7191,110,7582,477,478 ― 2,477,478

営業利益 282,364 121,125 403,490(170,059)233,430

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　
不織布関連事業
(千円)

紙関連事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

4,034,6273,286,8307,321,457 ― 7,321,457

(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 4,034,6273,286,8307,321,457 ― 7,321,457

営業利益 804,685 228,3621,033,047(465,475)567,571

(注)１　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分の製品

(1) 不織布関連事業‥‥‥パルプ不織布、化合繊不織布、その他不織布

(2) 紙関連事業‥‥‥衛生用紙

　

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

本邦以外の国または地域に所属する連結子会社および重要な在外支店がないため、該当事項はありま

せん。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

本邦以外の国または地域に所属する連結子会社および重要な在外支店がないため、該当事項はありま

せん。
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【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

467.37円 439.78円

　
(注)　１株当たり純資産の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 3,652,526 3,693,982

普通株式に係る四半期連結会計年度末
(連結会計年度末)純資産額(千円)

3,652,526 3,586,746

差額の主な内訳(千円)
　少数株主持分

―
107,235

普通株式の発行済株式数(株) 8,175,280 8,175,280

普通株式の自己株式数(株) 360,204 19,420

１株当たりの純資産額の算定に用いられた
四半期連結会計期間末(連結会計年度末)
普通株式の数(株)

7,815,076 8,155,860

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　第３四半期連結累計期間

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 25.00円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

(注)　１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 200,381

普通株式に係る四半期純利益(千円) 200,381

普通株主に帰属しない金額の主要な内訳(千円)　 ―

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 8,014,290
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　第３四半期連結会計期間

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 14.60円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

(注)　１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 114,077

普通株式に係る四半期純利益(千円) 114,077

普通株主に帰属しない金額の主要な内訳(千円)　 ―

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 7,815,076

　

(重要な後発事象)

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

　

平成２１年２月３日

ハ ビ ッ ク ス 株 式 会 社

取　締　役　会　御　中

　

監査法人    ト ー マ ツ

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　西　松　真　人　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　渋　谷　英　司　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げら

れているハビックス株式会社の平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日までの連結会計年

度の第３四半期連結会計期間（平成２０年１０月１日から平成２０年１２月３１日まで）及び第

３四半期連結累計期間（平成２０年４月１日から平成２０年１２月３１日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ

・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者

にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任

を有する者等に対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われて

おり、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務

諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において

一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ハビックス株式会社及

び連結子会社の平成２０年１２月３１日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結

会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関

係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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